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14

2 「
貯
金
は
安
全
」と
い
う
固
定
観
念
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト････････････････

16

3 「
イ
ン
フ
レ
」が
ど
ん
な
こ
と
か
を
ざ
っ
く
り
理
解
す
る････････････････

18

4 

イ
ン
フ
レ
下
で「
投
資
し
な
い
」は
リ
ス
ク
に
な
る
！･･････････････････

20

5 

イ
ン
フ
レ
で
株
式
の
価
値
が
上
が
る
ワ
ケ･･･････････････････････････

22

Ｑ
＆
Ａ

 

投
資
へ
の
第一歩
を
踏
み
出
す
の
が
不
安
な
人
へ･････････････････････････

12

巻
頭
②

 

デ
ー
タ
で
見
て
み
よ
う
！ 

今
、投
資
を
始
め
る
人
が
増
え
て
い
る
！･･･････････

10

巻
頭
①

 

投
資
初
心
者
が
投
資
で
成
功
す
る
た
め
の
道･･･････････････････････････

8

は
じ
め
に･･･････････････････････････････････････････････････････････

2

投
資
の
基
本
的
な
し
く
み
を

理
解
し
よ
う

第 章2
1 
投
資
の
大
原
則
は「
安
く
買
っ
て
高
く
売
る
！
」･････････････････････

38

2 

投
資
の
王
道
と
も
い
え
る「
株
式
」の
し
く
み･･･････････････････････

40

3 

プ
ロ
に
運
用
を
任
せ
る「
投
資
信
託
」の
し
く
み･････････････････････

42

6 

恐
る
べ
き「
複
利
」の
効
果
を
理
解
し
て
お
こ
う
！･･･････････････････

24

7 「
長
期
投
資
」と「
短
期
投
資
」の
ど
ち
ら
が
い
い
の
だ
ろ
う
？･････････

26

8 

投
資
を
始
め
る
前
に
な
ぜ
投
資
を
す
る
の
か
考
え
よ
う･････････････

28

9 

超
お
得
な「
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
」は
投
資
を
始
め
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス･････････

30

10 

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
利
益
も
配
当
金
も
税
金
が
20
％
も
お
得
に
な
る
！･･････

32

11 

ま
ず
は「
証
券
会
社
」に
口
座
を
開
い
て
み
よ
う････････････････････

34

コ
ラ
ム

 

知
り
た
い
！ 

あ
の
機
関
・
あ
の
人
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
①

　
　
　
　
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ（
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
）の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ･･･････

36

4 

国
や
企
業
な
ど
に
お
金
を
貸
す「
債
券
」の
し
く
み･･････････････････

44

5 

海
外
資
産
に
投
資
す
る
な
ら「
為
替
」に
注
意
を
払
う･･････････････

46

6 

投
資
商
品
の
価
格
は
、需
要
と
供
給
で
変
わ
る･････････････････････

48

7 

人
々
の「
期
待
」が
株
価
や
為
替
を
動
か
す･････････････････････････

50

8 「
期
待
外
れ
」で
大
暴
落
す
る
こ
と
も
あ
る･････････････････････････

52

9 

ケ
イ
ン
ズ
が
言
っ
た「
投
資
は
美
人
投
票
」の
意
味･･･････････････････

54

コ
ラ
ム

 

知
り
た
い
！ 

あ
の
機
関
・
あ
の
人
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
②

　
　
　
　
科
学
技
術
振
興
機
構「
大
学
フ
ァ
ン
ド
」の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ･････････････････

56

分
散
投
資
を
上
手
に
活
用
し
て

リ
ス
ク
を
抑
え
よ
う
！

第 章4
1 

有
名
な
投
資
格
言「
卵
は
ひ
と
つ
の
か
ご
に
盛
る
な
」････････････････

78

2 

分
散
投
資
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト･････････････････････････････

80

3 

分
散
投
資
と
い
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
あ
る･･･････････････････

82

4 

特
性
が
異
な
る
複
数
の
資
産
を
組
み
合
わ
せ
る「
資
産
分
散
」･･･････

84

5 「
時
間
分
散
」を
す
る
ド
ル
コ
ス
ト
平
均
法
の
効
果･･･････････････････

86

6 

動
き
の
異
な
る
銘
柄
を
組
み
合
わ
せ
る「
銘
柄
分
散
」･･･････････････

88

7 

国
・
地
域
を
分
散
し
て
投
資
を
す
る「
地
域
分
散
」･････････････････

90

8 

分
散
投
資
す
る
な
ら「
積
立
投
資
」が
オ
ス
ス
メ･････････････････････

92

9 

分
散
投
資
を
し
た
ら
リ
バ
ラ
ン
ス
を
す
る
こ
と
も
大
事･･････････････

94

目

次

7 

リ
タ
ー
ン
も
大
き
い
が
、リ
ス
ク
も
大
き
い「
信
用
取
引
」････････････

70

8 

信
用
取
引
は「
高
く
売
っ
て
↓
安
く
買
う
」で
利
益
が
出
せ
る････････

72

9 「
売
り
」か
ら
入
る
信
用
取
引
の
損
失
は
理
論
上
無
限
大
！･･････････

74

コ
ラ
ム

 

知
り
た
い
！ 

あ
の
機
関
・
あ
の
人
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
③

　
　
　
　
カ
ル
パ
ー
ス（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
職
員
退
職
年
金
基
金
）の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ･･････

76

005 004



チ
ャ
ー
ト
と
指
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106

コ
ラ
ム

 

知
り
た
い
！ 

あ
の
機
関
・
あ
の
人
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
④

　
　
　
　
Ｇ
Ｐ
Ｆ
Ｇ（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
政
府
年
金
基
金
）の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ･････････････････

108

3 

銀
行
や
証
券
会
社
の
人
を
無
条
件
に
信
用
し
て
は
い
け
な
い････････

174

4 

デ
モ
ト
レ
ー
ド
の
成
績
は
あ
て
に
な
ら
な
い
！･･････････････････････

176

5 

失
敗
を
し
な
い
で
成
功
し
た
投
資
家
は
い
な
い
！･･･････････････････

178

6 

し
く
み
が
わ
か
ら
な
い
金
融
商
品
に
は
近
づ
か
な
い･････････････････

180

7 「
損
切
り
」は
決
し
て
失
敗
で
は
な
い
！････････････････････････････
182

8 

自
分
の
ル
ー
ル
を
守
れ
る
か
が
投
資
で
成
功
す
る
成
否
を
分
け
る････
184

9 

仕
事
が
手
に
つ
か
な
く
な
っ
た
ら
、無
理
を
し
て
い
る
可
能
性
大･･････

186

本書の情報は特に断りがない限り、2024年6月現在のもので
す。本書は投資をするうえで参考になる情報の提供のみを目的
としています。最終的な投資の意思決定は、お客様ご自身の考
えや判断でなさるようお願いいたします。本書の情報に基づい
て被ったいかなる損害についても、著者、監修者および技術評
論社は一切の責任を負いません。
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投資をしないと損をする時代が始まった！1Chapter

ー
ン
を
追
求
し
て
い
ま
す
。
む
し
ろ
、「
投
資

し
な
い
で
貯
金
ば
か
り
す
る
ほ
う
が
リ
ス

ク
」
と
考
え
て
い
る
ほ
ど
で
す
。

　
一
方
、
ほ
と
ん
ど
の
日
本
人
は
コ
ツ
コ
ツ

お
金
を
貯
め
る
だ
け
で
あ
ま
り
増
や
せ
て
い

ま
せ
ん
。
下
の
グ
ラ
フ
に
も
あ
る
よ
う
に
、

日
本
の
家
計
の
金
融
資
産
は
、
物
価
が
上
昇

し
始
め
た
２
０
２
１
年
以
降
増
え
て
い
ま
す

が
、「
自
分
は
増
え
て
い
な
い
…
…
」
と
思
っ

た
人
は
、「
投
資
は
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
よ
う
な
も

の
」
と
投
資
を
避
け
て
い
な
か
っ
た
で
し
ょ

う
か
。
金
融
資
産
の
増
加
の
恩
恵
に
あ
ず
か

っ
て
い
る
の
は
、
日
本
株
の
上
昇
の
波
に
乗

る
こ
と
が
で
き
た
、
株
式
や
投
資
信
託
な
ど

に
投
資
し
た
人
た
ち
な
の
で
す
。

　
な
ぜ
株
式
や
不
動
産
が
イ
ン
フ
レ
に
強
い

か
は
22
ペ
ー
ジ
で
説
明
し
ま
す
が
、
イ
ン
フ

レ
下
で
は
、
預
貯
金
な
ど
の
現
金
を
株
式
や

不
動
産
な
ど
に
換
え
た
ほ
う
が
資
産
を
防
衛

で
き
ま
す
。

　
そ
ろ
そ
ろ
そ
の
こ
と
に
気
づ
か
な
い
と
、

真
綿
で
自
分
の
首
を
絞
め
る
よ
う
な
こ
と
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

日本の家計の金融資産の推移（2019年～2023年）

日本の家計は依然として現金・預貯金の比重が高いままですが、
株式や投資信託への関心が徐々に増加しています。2023年に日本の株価が上昇したこともあり、

株式や投資信託に投資をした人は資産増加の恩恵を受けています。
（兆円）
2,200

2,100

2,000

1,900

1,800

1,700
2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

2,143

1,846
2021年以降、家計の金融資産が増えているのは、

日本の株式が上昇したことで、
株式投資をしていた人の金融資産が増えたことが主因

インフレを

理解する

投
資
を
し
て
い
る
人
の
ほ
う
が

金
融
資
産
を
増
や
し
て
い
る

4
　
日
米
の
家
計
（
企
業
や
政
府
で
は
な
い
、

各
家
庭
の
経
済
活
動
の
こ
と
）
の
金
融
資
産

の
構
成
比
を
見
る
と
、
日
本
人
は
現
金
・
預

金
が
多
く
、
ア
メ
リ
カ
人
は
株
式
・
投
資
信

託
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
は
、
15
ペ
ー
ジ
で

述
べ
た
と
お
り
で
す
。

　
ど
ち
ら
か
が
正
し
い
と
は
言
い
切
れ
ま
せ

ん
が
、
実
際
に
金
融
資
産
を
増
や
し
て
い
る

の
は
ア
メ
リ
カ
人
で
す
。
ア
メ
リ
カ
人
は
稼

い
だ
お
金
を
積
極
的
に
投
資
に
回
し
、
お
金

が
お
金
を
生
む
よ
う
に
お
金
を
働
か
せ
て
さ

ら
に
増
や
し
て
い
る
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

投
資
は
「
必
ず
増
え
る
」
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
リ
ス
ク
を
引
き
受
け
な
が
ら
リ
タ

イ
ン
フ
レ
下
で「
投
資
し
な
い
」は

リ
ス
ク
に
な
る
！

日本、アメリカ、イギリスの家計金融資産の推移
2002年から2022年までの日米英の家計金融資産（現金・預金、債券、株式など）を

比較すると、米英に比べて日本の増加率は低くなっています。

350

300

250

150

100

50

200

1京4,517兆円

1,191兆円

2,115兆円

出所：金融庁「資産運用立国の実現に向けて」

日本 イギリス アメリカ

2002年 2022年

0

1.5倍

2.3倍

3.3倍

（2023年6月末）

貯蓄ばかりしているのが、
日本人の金融資産があまり増えていない

要因のひとつみたいね……

「金融資産が増えた実感がない」と
思った人は、おそらくほとんどの金融資産を

預貯金だけにしていませんか？

（％）

021 020



投資でリターンを得るためにはリスクをとる必要がある3Chapter

ど
ん
な
リ
ス
ク
が
あ
る
か
を

理
解
し
て
お
こ
う

　

リ
ス
ク
を
抑
え
て
投
資
を
す
る
た
め
に

は
、
ま
ず
ど
ん
な
リ
ス
ク
が
あ
る
か
を
理
解

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
た
と
え
ば
、「
価
格
変
動
リ
ス
ク
」
は
市
場

の
需
給
バ
ラ
ン
ス
や
経
済
状
況
、
企
業
の
業

績
な
ど
が
要
因
と
な
り
、「
信
用
リ
ス
ク
」
は

企
業
や
国
の
財
務
状
況
の
悪
化
に
よ
っ
て
発

生
し
ま
す
。

　
こ
う
し
た
リ
ス
ク
を
完
全
に
避
け
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
リ
ス
ク
要
因
を
理
解
す

る
こ
と
で
リ
ス
ク
に
対
す
る
備
え
を
す
る
こ

と
は
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
リ
ス
ク
は
、
裏
を
返
せ
ば
リ
タ
ー

ン
要
因
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
リ
ス

ク
を
理
解
す
る
こ
と
で
、「
リ
ス
ク
が
あ
る
か

ら
こ
そ
リ
タ
ー
ン
が
あ
る
」
と
よ
り
強
く
認

識
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
認
識
を
も

つ
こ
と
が
、
投
資
で
成
功
に
近
づ
く
第
一
歩

で
す
。

投資に関するおもなリスク
投資を行う際にはさまざまなリスクを理解し、適切に管理することが重要です。

以下に、おもな投資リスクの種類とその具体的な説明を示します。これらのリスクを把握することで、
リターンを最大化し、損失を最小限に抑えるための戦略を立てることができます。

国や企業が、財政難・経営不振な
どの理由により、利息や償還金を
あらかじめ定めた条件で支払うこ
とができなくなる可能性のこと。

信用（デフォルト）リスク

株式などの有価証券の流動性が低
い（＝取引量が少ない）ときに、
希望するタイミングで売買ができ
ないリスクのこと。

流動性リスク

株式や債券の価格が変動する可能
性のこと。株価は企業の業績や外
部評価の変化、国内外の経済情勢
などの影響を受ける。

価格変動リスク

投資の対象となる国や地域の政治
経済、社会情勢などが不安定にな
ることによって、そこに投資した
資産の価値が下落するリスク。

カントリーリスク

異なる通貨間の為替レートの変動
により、資産や収益の価値が変わ
るリスクのこと。海外投資する
と、為替レートの変動により収益
が予想外に変わる可能性がある。

為替変動リスク

金利変動にともなって金融資産の
価値が変動するリスクのこと。株
式でも金利が上がると値上がりす
る銘柄、値下がりする銘柄がある。

金利変動リスク

リスクと

リターンを知る

世
の
中
は
リ
ス
ク
だ
ら
け
だ
が
、

だ
か
ら
こ
そ
リ
タ
ー
ン
が
あ
る

4
　
こ
れ
ま
で
に
投
資
に
は
リ
ス
ク
が
つ
き
も

の
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
き
ま
し
た
が
、

ひ
と
く
ち
に
「
リ
ス
ク
」
と
い
っ
て
も
、
さ

ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
価
格
変
動

リ
ス
ク
、
為
替
変
動
リ
ス
ク
、
信
用
（
デ
フ

ォ
ル
ト
）
リ
ス
ク
、
金
利
変
動
リ
ス
ク
、
流

動
性
リ
ス
ク
、
カ
ン
ト
リ
ー
リ
ス
ク
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
に
も
自
然
災
害
リ
ス
ク
や
イ

ン
フ
レ
リ
ス
ク
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
リ
ス
ク

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
リ
ス
ク
要
因
を
挙
げ
て
い
く

と
、「
世
の
中
は
リ
ス
ク
だ
ら
け
だ
」
と
心
配

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ひ
と
く
ち
に「
リ
ス
ク
」と
い
っ
て
も

投
資
の
リ
ス
ク
は
い
ろ
い
ろ
あ
る

リスクとリターンは裏返し
リスクとリターンは表裏一体の関係です。たとえば、価格変動するリスクがあると、
値下がりして損をする可能性がありますが、だからこそ値上がりを期待できます。

すべてのリスクはリターンとの裏返しです。

リスクがなければ、リターンはない

リターンを求めるということは
リスクを受け入れること。裏を返せば、
リスクをまったくとらないのはリターンを

あきらめることです。

リスクリターン 表裏一体

065 064



分散投資を上手に活用してリスクを抑えよう！4Chapter

時
間
分
散
を
実
現
す
る

「
ド
ル
コ
ス
ト
平
均
法
」

　
一
度
に
買
わ
ず
に
適
度
に
時
間
を
ず
ら
し

て
小
分
け
に
買
う
だ
け
で
も
時
間
分
散
に
よ

る
リ
ス
ク
分
散
の
効
果
は
期
待
で
き
ま
す

が
、「
い
つ
買
う
か
」「
ど
れ
だ
け
買
う
か
」
い

ち
い
ち
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
実

際
に
や
ろ
う
と
す
る
と
思
っ
た
ほ
ど
簡
単
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
と
き
に
便
利
な
の
が
、
時
間
分
散

の
代
表
的
な
手
法
と
し
て
知
ら
れ
る
「
ド
ル

コ
ス
ト
平
均
法
」で
す
。「
毎
月
１
回
、
１
万

円
ず
つ
」
と
い
っ
た
ル
ー
ル
を
決
め
、
そ
れ

に
従
っ
て
投
資
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
方
法
は
、
価
格
が
低
い
と
き
に
は
多

く
、
価
格
が
高
い
と
き
に
は
少
な
く
買
う
こ

と
に
な
る
た
め
、
平
均
購
入
単
価
を
抑
え
る

効
果
が
期
待
で
き
る
の
が
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

　
と
く
に
こ
の
方
法
は
投
資
初
心
者
に
オ
ス

ス
メ
で
す
。
感
情
の
ブ
レ
に
左
右
さ
れ
ず
に

淡
々
と
投
資
し
や
す
く
な
る
の
で
着
実
に
資

産
を
形
成
で
き
る
か
ら
で
す
。

ドルコスト平均法のしくみ
ドルコスト平均法は、定期的に定額で積み立てることで、買付単価を引き下げる効果のある投資手法です。

1カ月1万円ずつ6カ月積み立てた場合（ドルコスト平均法）

1万口あたりの買付単価＝8,780円

1月 2月 3月 4月 5月 6月 合計

買付金額 10,000円 10,000円 10,000円 10,000円 10,000円 10,000円 60,000円

買付口数 12,500口 11,111口 10,000口 11,111口 11,111口 12,500口 68,333口

毎月積み立てた場合

1月

8,000円

8,000円

9,000円

9,000円

9,000円

10,000円

2月 3月 4月 5月 6月低

高

基
準
価
格

このタイミングで一括で買い付ければ、
安く買えたことになるが、タイミングを見極めるのは難しい

このタイミングで一括で買い付ければ、
高値づかみになって損失が大きくなる

分散投資の

方法を知る5
一
度
に
大
金
を
投
じ
る
の
は

リ
ス
ク
が
高
い

 

「
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
買
う
か
」
で
悩
み
、

自
信
満
々
に
「
今
が
安
い
」
と
思
っ
て
株
を

買
っ
た
と
し
て
も
、
未
来
の
株
価
が
ど
う
な

る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
買
っ
た
直
後
に
下

落
す
る
こ
と
が
あ
る
の
が
投
資
で
す
。
そ
ん

な
不
安
を
抑
え
つ
つ
、
着
実
に
資
産
を
積
み

上
げ
る
の
に
有
効
な
の
が
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を

ず
ら
し
て
投
資
す
る
「
時
間
分
散
」
で
す
。

　
も
し
一
度
に
大
金
を
投
資
し
て
現
在
値
か

ら
下
が
り
続
け
れ
ば
、
目
も
当
て
ら
れ
な
い

大
損
失
を
被
り
、
最
悪
の
場
合
、
再
起
不
能

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
投
資
を
や
め
ざ

る
を
得
な
い
最
悪
の
事
態
を
、
投
資
初
心
者

は
な
ん
と
し
て
で
も
避
け
る
べ
き
で
す
。

 「
時
間
分
散
」を
す
る

ド
ル
コ
ス
ト
平
均
法
の
効
果

時間分散しないと大惨事になるかも！

財産が大きく減る

財産が大きく増える

購入後に上昇
シナリオA

購入後に急落
シナリオB

利益

損失

こうなったら
大惨事に！

ここで
全財産を
投入！

B

いくら自信が
あっても、ひとつの銘柄に

全財産を投じれば、万が一のとき
のダメージが大きくなるので

避けるべきです。

6万円分を一括で購入した場合
Aで6万円分を買い付け＝7万5,000口 1万口あたりの買付単価＝8,000円
Bで6万円分を買い付け＝6万口 1万口あたりの買付単価＝1万円

A

087 086



チャートと指標の基本を理解してリスクを抑えよう！5Chapter

　
移
動
平
均
線
の
基
本
的
な
見
方
は
、
価
格

が
移
動
平
均
線
を
上
回
っ
て
い
る
と
き
は

「
上
昇
ト
レ
ン
ド
」、
下
回
っ
て
い
る
と
き
は

「
下
降
ト
レ
ン
ド
」
と
判
断
し
ま
す
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ク
ロ
ス
と

デ
ッ
ド
ク
ロ
ス

 

「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ク
ロ
ス
」
と
「
デ
ッ
ド
ク
ロ

ス
」
は
、
ト
レ
ン
ド
の
転
換
点
を
示
す
重
要

な
サ
イ
ン
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
短
期
の
移
動
平
均
線
が
長
期
の
移
動
平
均

線
を
下
か
ら
上
に
ク
ロ
ス
す
る
ゴ
ー
ル
デ
ン

ク
ロ
ス
は
、
上
昇
ト
レ
ン
ド
の
始
ま
り
を
示

す
買
い
サ
イ
ン
で
、
買
い
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と

し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
一
方
、
短
期
の
移
動
平
均
線
が
長
期
の
移

動
平
均
線
を
上
か
ら
下
に
ク
ロ
ス
す
る
デ
ッ

ド
ク
ロ
ス
は
、
下
降
ト
レ
ン
ド
の
始
ま
り
を

示
す
売
り
サ
イ
ン
で
、
売
り
の
タ
イ
ミ
ン
グ

と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
２
つ
の
サ
イ
ン
は
完
全
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
他
の
分
析
法
と
併
用
し
な
が
ら

投
資
判
断
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

ゴールデンクロスとデッドクロス

期間が異なる2種類の移動平均線を組み合わせて相場を分析する「ゴールデンクロス」「デッドクロス」は、
トレンド分析の最も基本的な見方です。

ゴールデンクロス デッドクロス

下降トレンド入りのサイン
（＝売りサイン）

短期の移動平均線が長期の移動平均線を
上から下に突き抜けるのが
デッドクロス

上昇トレンド入りのサイン
（＝買いサイン）

短期の移動平均線が長期の移動平均線を
下から上に突き抜けるのが
ゴールデンクロス

長期の移動平均線

短期の移動平均線
長期の移動平均線

短期の移動平均線

テクニカル分析

を理解する

株
価
の
ト
レ
ン
ド
を
見
る

基
本
に
な
る
移
動
平
均
線

　
ト
レ
ン
ド
分
析
の
代
表
的
な
指
標
で
あ
る

「
移
動
平
均
線
」は
、ト
レ
ン
ド
の
方
向
性
や

強
さ
を
把
握
す
る
基
本
的
な
ツ
ー
ル
で
す
。

　
移
動
平
均
線
は
、
一
定
期
間
の
価
格
の
平

均
値
を
つ
な
い
だ
線
で
、
価
格
の
変
動
を
滑

ら
か
に
し
、
ト
レ
ン
ド
を
視
覚
的
に
捉
え
る

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
れ
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
25
日
移
動
平
均
線
で
あ
れ

ば
、
直
近
25
日
間
の
終
値
の
平
均
値
を
線
で

結
ん
だ
も
の
で
す
。
期
間
が
異
な
る
複
数
の

移
動
平
均
線
を
使
う
こ
と
が
多
く
、
期
間
が

短
い
も
の
ほ
ど
、
価
格
の
変
動
に
敏
感
で
短

期
的
な
ト
レ
ン
ド
を
示
し
、
期
間
が
長
く
な

る
ほ
ど
長
期
的
な
ト
レ
ン
ド
を
示
し
ま
す
。

ト
レ
ン
ド
系
分
析
の
指
標
①

移
動
平
均
線

9

移動平均線の基本的な見方

ゴールデンクロス デッドクロス

下落時は株価が
移動平均線の
下で推移上昇時は株価が

移動平均線の
上で推移

短期移動平均線
（5日）

長期移動平均線
（75日）

中期移動平均線
（25日）

短期・中期・長期の3本の向きが
同じときは強いトレンド

移動平均線を見るだけでも
上向きなら上昇トレンド、

下向きなら下降トレンドといったように、
トレンドがひと目でわかるので便利です。

出所：LSEGおよび楽天証券の情報を基に、技術評論社作成（2024年7月20日）
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投資初心者のための行動経済学入門6Chapter

行動経済学

を知る

人
は「
得
」よ
り「
損
」に

感
情
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
る

　

行
動
経
済
学
の
最
も
代
表
的
な
理
論
が

ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
受
賞
者
ダ
ニ
エ
ル
・

カ
ー
ネ
マ
ン
が
提
唱
し
た
「
プ
ロ
ス
ペ
ク
ト

理
論
」
で
す
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
と
聞
く
と
難
し

い
と
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
投
資
を

始
め
る
に
あ
た
り
役
立
つ
知
識
な
の
で
、
こ

こ
で
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
あ
な
た
は
何
か
を
す
る
と
き

に
、
確
実
性
を
重
視
す
る
タ
イ
プ
で
す
か
、

そ
れ
と
も
一
か
八
か
で
勝
負
す
る
タ
イ
プ
で

す
か
。
そ
れ
を
決
め
て
か
ら
、
下
の
２
つ
の

質
問
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。 

　

大
半
の
人
は
、
質
問
①
は
「
Ａ
」、
質
問

②
は
「
Ｂ
」
を
選
び
ま
す
。
つ
ま
り
、
質
問

①
で
は
確
実
性
を
求
め
、
質
問
②
で
は
、
借

金
を
ゼ
ロ
に
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

リ
ス
ク
を
と
っ
て
勝
負
し
よ
う
と
し
ま
す
。

　
あ
な
た
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
じ
つ
は
、
ど
ち
ら
の
質
問
も
、
Ａ
、
Ｂ
の

選
択
肢
の
「
期
待
値
」
は
同
じ
で
す
。

　
も
し
、
あ
な
た
が
「
確
実
性
を
求
め
る
タ

イ
プ
」
と
答
え
、
質
問
②
で
「
Ｂ
」
を
選
ん

だ
な
ら
、
確
実
性
を
求
め
な
い
選
択
を
し

て
い
ま
す
。「
勝
負
す
る
タ
イ
プ
」
と
答
え
、

質
問
①
で
「
Ａ
」
を
選
ん
だ
ら
勝
負
す
る
選

択
を
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
人
は
利
益
を
得
る
場
面
で
は
確
実
性
を
優

先
し
（
確
実
性
効
果
）、
損
失
が
出
そ
う
な

と
き
は
、
損
失
を
避
け
る
こ
と
を
優
先
す
る

（
損
失
回
避
性
）
傾
向
が
あ
る
の
で
す
。

　
こ
の
性
質
を
理
論
化
し
た
の
が
「
プ
ロ
ス

ペ
ク
ト
理
論
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

　
多
く
の
人
が
少
し
の
利
益
が
出
る
と
利
益

確
定
し
て
、
損
失
が
出
る
と
塩
漬
け
に
し
て

損
失
を
拡
大
さ
せ
て
し
ま
う
の
は
、
あ
べ
こ

べ
の
選
択
を
し
が
ち
な
人
間
の
心
理
的
特
性

に
影
響
さ
れ
た
も
の
と
い
え
ま
す
。

2
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
受
賞
者
の

「
プ
ロ
ス
ペ
ク
ト
理
論
」

人は得した喜びよりも損した悲しみが大きい
同じ金額を得た「喜び」よりも、同じ金額を失う

「悲しみ」のほうが2倍ぐらい大きいといわれている！

金
額（
損
失
）

金
額（
利
益
）

価値（悲しみ）

価値（喜び）

1万円の
利益

1万円の
損失

1万円を
得た「喜び」
よりも…

1万円を失った
「悲しみ」のほうが

大きい

小傾き

大傾き

A 無条件で借金を1万円にしてもらう。
B コインを投げ、表が出たら借金がチャラに。
　  ただし、裏が出たら借金2万円のまま。

あなたは2万円の借金をしています。
そのときに、どちらを選びますか。Q2：

A 1万円が絶対に手に入る。
B コインを投げ、表が出たら2万円が手に入るが、

　  裏が出たら何も手に入らない。

：Q1 あなたはどちらを選びますか？

次の2つの質問に答えてみよう

プロスペクト理論とは
行動経済学の代表的理論。簡単にいうと、人は

「利益を得る場面では確実性を優先し、損失が出そうなときは損失を最大限に
回避することを優先する」という思考のクセがあることを理論化したもの。

私は質問①はA、
質問②はBです！
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